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女性医師・研究者支援シンポジウム 2020
日　時：2020 年 6 月（収録）
主　催：東京女子医科大学女性医療人キャリア形成センター女性医師・研究者支援部門
挨拶 （理事長）岩本絹子
 （学長）丸　義朗
開会の挨拶 （女性医療人キャリア形成センター長）肥塚直美
東京女子医科大学の女性医師研究者支援 （女性医師・研究者支援部門長，臨床検査科）佐藤麻子
女性医師研究者研究発表会
2019 年度「研究支援員制度」対象者による研究報告
 座長（病理学（病態神経科学分野））柴田亮行
変性脳疾患におけるグリア細胞機能の研究 （病理学（病態神経科学分野））新井田素子
 座長（血液内科学）萩原將太郎
本邦の血液疾患におけるKIRgenotype の意義の検討 （血液内科学）田中紀奈
ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業「勤務環境改善プロジェクト」報告
 座長（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）本多祥子
医師の休憩について考える （皮膚科学）福屋泰子
閉会の挨拶 （医学部長，皮膚科学）石黒直子
〔ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ事業 
「勤務環境改善プロジェクト」報告〕
企画挨拶：勤務環境改善プロジェクト報告
（ダイバーシティ環境整備事業推進室長，解剖学）
 本多祥子　
　東京女子医科大学は，平成28年度文部科学省科学技術
人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニ
シアティブ（特色型）」に採択されました．本事業は，研
究者のライフイベント及びワークライフ・バランスに配
慮した研究環境の改善やそれに向けた機関内の意識改
革，女性研究者の裾野の拡大，女性研究者の研究力の向
上及び上位職への積極登用に有効な部局横断的な取り組
みなどを行う大学等を支援するものです．本学では，実
績をあげてきた従来のプロジェクトにさらに多様な視点
と発想を取り入れ，女性研究者の研究力向上・上位職登
用を実現させるための取り組みを進めております．その
一環として，平成29年度より本学教員としてのキャリア
形成に向けて女性医師・研究者の所属する医局における
勤務環境改善プロジェクトを実施しております．
　勤務環境改善プロジェクトでは学内でも特に女性医
師・研究者が多数在籍し精力的に育成されている診療科
が選定され，各診療科内で結成されたワーキンググルー
プが中心となって医局内の課題について検討し，数か月
間にわたり改善を実施してきました．ワーキンググルー
プのメンバーによる最初の座談会では，我が国の勤務医
の勤務環境の現状について情報共有を行い，自らのキャ
リアイメージについて考え，その実現のための課題につ
いて活発な意見交換を行いました．すなわち多様な働き
方を可能にするための，研究・教育など診療以外に必要
な時間の確保，短時間勤務を当たり前にする意識醸成，
不公平感の是正などについて様々な視点で検討し，組織
としてのテーマを設定しました．そして各テーマに関す
る取り組み計画を立案・作成し，ワーキンググループの
メンバー自身がその計画に沿って勤務環境改善を実施し
てきました．
　女性医師のキャリア形成の為に各医局が組織として進
めている取り組みを本シンポジウムにおいてご報告いた
だくことは，大変相応しい機会であると考えます．この
ような勤務環境改善プロジェクトの継続により，誰もが
自身の理想とするキャリアイメージを実現できる環境が
今後も作られていくものと考えております．
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